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珪藻土の間隙の体積の測定について  
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Diatomaceous earth has so many microscopic gaps that it can absorb a lot of water.  

We attempted to estimate the proportion of the volume of the gaps in diatomaceous earth 

by putting it into ethanol.  

  

１ はじめに 

珪藻土には微小な孔が多くあるため、吸水性

に優れている。本研究では、珪藻土の間隙の体

積の測定することを目的として、その測定方法

の考案を試みた。 

 

２ 方法 

（１）使用した珪藻土 

企業から焼成された３種類の珪藻土のサン

プルをいただいた。それぞれを粒の小さいも

のから順にA、B、Cとした。（図1、2、3） 

この３種類の珪藻土のうち１種類だけ産地

が異なる。 

 

（２） 実験手順 

① 250mLのメスシリンダーにエタノールを入

れる 

② 珪藻土をメスシリンダーに投入 

③ メスシリンダーの口をパラフィンフィル

ムで覆う（図4） 

④ 珪藻土投入直後のエタノールの体積を計

測 

⑤ 毎日エタノールの体積を計測し、三日間継

続する 

 

＊珪藻土1粒1粒の形状は複雑なため、直接体積

を測定するのは難しいと考えた。そこで、エタ

ノールに珪藻土を投入して体積を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 珪藻土 A 

図２ 珪藻土 B 

図３ 珪藻土 C 
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３ 実験 

（１）実験Ⅰ 

【目的】同じ種類の珪藻土で粒の大きさによる 

エタノールの吸収量の違いを調べる。 

【仮説】粒の小さい珪藻土ほど、液体と触れ合 

う表面積が大きくなるため液体の吸

収量が大きくなる。 

【材料】・珪藻土B 5ｇ 

・エタノール 20ｍL 

 

 

 

 

 

 

○ 通る × 通らない 

珪藻土A、B、Cの中で最も1粒の大きさにばら

つきのあった珪藻土Bを5㎜、6㎜、8㎜四方のメ

ッシュで4グループに分けた。 

粒の大きさが小さいものから順にB①、B②、

B③、B④とした。（図5、6、7、8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

 

 

  

 

 

 

 

 

粒の大きさが大きいほどエタノールの

吸収量が大きかった。 

 5mm 6mm 8mm 

B① ○ ○ ○ 

B② × ○ ○ 

B③ × × ○ 

B④ × × × 

 吸収量（ｍL） 

B① 1.33 

B② 1.35 

B③ 1.60 

B④ 1.73 

表 1 珪藻土 Bのグループ分け 

表 2 エタノール 20mL に対して 

珪藻土 5g 入れた時の吸収量 

図４ 実験風景 

図５ 珪藻土 B① 

図６ 珪藻土 B② 

図８ 珪藻土 B④ 

図７ 珪藻土 B③ 
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【考察】 

エタノールが時間をかけて入っていく部分

の体積は一粒の大きさが大きいほど大きい。 

したがって、エタノールが瞬時に入っていく

部分の体積は粒の小さいものほど大きい。 

これは、粒の小さい珪藻土ほど表面積が大き

いためであると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実験Ⅱ 

【目的】粒の種類によるエタノールの吸収量の

違いを調べる。 

【材料】・珪藻土A、B、C 各10ｇ 

・エタノール 40ｍL 

＊珪藻土はすりつぶして1粒の大きさをそろ

えた。（図10、11、12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粒の種類はエタノールの吸収量と関係性が

なかった。 

 

 

 

 

 

図９ 珪藻土を 1分間エタノールにつけた 

後の断面図 
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X 瞬時にエタノールが浸み込む部分 

Y 時間をかけてエタノールが浸み込む部分 

図１０ 珪藻土 A 粉 

図１１ 珪藻土 B 粉 

図１２ 珪藻土 C 粉 

グラフ 1  エタノール 40mL に対して 

珪藻土 10g 入れた時の吸収量 
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（５）モデル化 

珪藻土一粒を球であると仮定し、モデル化す

ることで、珪藻土の内側の部分の体積を算出し

た。その体積と、実験で得られた、内側の部分

の間隙の体積の比から、珪藻土全体に占める間

隙の体積を算出することができると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈間隙の体積の求め方〉 

エタノールの吸収量×10³［mm³］ 

÷内側の部分の体積4/3π（r− a）³［㎜³］ 

＝珪藻土全体に占める間隙の割合［％］ 

 

aと珪藻土全体に占める空隙の割合がB①～B

④で一定であると仮定してB①の式＝B②の式

のように連立させて、aを求め、珪藻土全体に

占める間隙の割合を求めた。 

 

 

平均値 42.6％ 

 

4 今後の展望 

珪藻土の電子顕微鏡写真を活用して、含まれ

る珪藻種の違いや産地の違いと、間隙の体積と

の関係を検討する。 
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 B① B② B③ B④ 

B① - 28.7 43.3 42.6 

B② - - 52.6 46.2 

B③ - - - 42.0 

表３ 珪藻土全体に占める間隙の割合［％］ 

 

 

図１３ 珪藻土のモデル化 
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